
安全のために必ずお守りください。 

F０６１９７RR ２００８.４ 

浴室換気暖房乾燥機　TYR２６０/２６１/２６５/２６６型 

施工説明書 



運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

運転確認 

止 
暖房 涼風 乾燥 換気 

浴室 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

運転確認 

止 
暖房 涼風 乾燥 換気 

浴室 

止 
暖房 涼風 乾燥 

止 
暖房 涼風 ドライヤー 

換気 

運転時間 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

運転確認 

浴室 

洗面所 止 
暖房 涼風 乾燥 

止 
暖房 涼風 ドライヤー 

換気 

運転時間 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

運転確認 

浴室 

洗面所 

お 願 い 

は　　じ　　め　　に 
このたびは、TOTO浴室換気暖房乾燥機をお求めいただき、まことにありがとうございました。
取付けの際は、製品の機能が十分発揮されるように、この説明書にそって正しく取付けてください。
商品にはお客様用として、取扱説明書が同梱されています。工事完了後は必ずお客様へお渡しください。
取扱説明書に付属の保証書には、店名及びお取付日を必ず記入してください。

製　 品 　の 　構　 成 

（例） 東京消防庁設置基準

消防法関連のお知らせ
本製品は、「平成１４年 消防庁告示第1号の基準に基づく離隔距離適用品」です。 
浴室換気暖房乾燥機の取付けに関しては、防災上の規制がありますので、不明な点は所轄の消防署等にあらかじめ
ご相談ください。

本体は壁面に強固に取付
けること

漏電遮断器を設けること

TYR２６１ 
TYR２６０ （TYR５３０） 

TYR２６５ （TYR５３１） 
TYR２６６ 

浴室ユニット室外機 メインリモコン

浴室ユニット室内機

浴室ユニット室内機

浴室ユニット室外機 洗面所ユニット サブリモコン

サブリモコン

メインリモコン

洗面所

１０cm
１０cm

浴室

排気ダクトは不燃材を使用
すること
（同梱品をご使用ください）

温風の吸込み、吹出口の１０cm以内に衣類
を含め、一切の遮へい物がないこと



外　形　寸　法　図 

１. 浴室ユニット室内機 

２. 浴室ユニット室外機 

３. リモコン,リモコンハンガー 

図は既設の木枠を利用し、左換気の場合
の施工例です。 
既設の木枠がない場合は、ダクト位置に
φ７５mmの開口を開けてください。 
右換気の場合は本図と左右対称の相対
関係となります。 

※ 
 
 ・ 
 
 ・ 

室外機は、上図のように標準取付位置に
対し、赤線の枠内でオフセットして取付
可能です。（ただし、木枠を塞ぐなどの
別途工事が必要になる場合があります。） 
右換気の場合は、左右対称の相対関係に
なります。 

※ 
 
  
 
 ・ 

図はTYR２６０用メインリモコンです。 
リモコンは全て同じ外形寸法です。 

※ 

５ 
（リモコンハンガー） 

２６ 
（リモコン） 

７ ７ １２０ 
（取付穴） ２０

 

１１
２
 

１２
０
 

１９
 ８
 

６５
 

（
取
付
穴
） 

１３４ 

１８０ 

止 暖房 涼風 乾燥 換気 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 
アフターサービスのご用命は 

０１２０-１０１０-０５ TOTOメンテナンス（株） 

浴室 

運転確認 

新規開口の場合のフック位置 

５７０ 

３４ ４４ 
１０６ １００ 

（
３０
以
上
）
 

６９ 

１３ １９ 

１６以上 

浴室壁面 屋外壁面 

２５０以下 １３０ 

８３
 

５５
 
１６
以
下
 

２８
０
 

３（ベースプレート） １２７（カバー） 

右換気の場合 
のダクト中心 

左換気の場合 
のダクト中心 

５４４（取付穴） 

２７
２（
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
） 

５５８（ベースプレート） 

５
 

３
 

６ 

カバー 

天井 

排気方向 
障害物 

２５０以下 １７５ 

（
１０
）
 

５０
以
上
 

３４
０
 

２８ ３６
 

３０２ 

３５
 

９３ 

１０
０
 

２４
０
 

１６
５
 

２８ 

１３７ 
フックB

浴室壁面 

屋外壁面 

ダクト 

左換気の場合の 
標準取付位置 

２００ 

４６０ 

１０ １２０ １２０ １０ 

１４０ １８０ 
１８０ 

１２０ 

８０
 

１６
０
 

８０
 

３２
０（
取
付
穴
）
 

１０
 

電源線取入口 
電源線取入口 



止 
暖房 涼風 乾燥 

止 
暖房 涼風 ドライヤー 

換気 

運転時間 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

運転確認 

浴室 

洗面所 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

浴室ユニット室内機 

室外機ふた 

アース板 

電源電圧テスタ 

２００V電源端子台 
１００V電源端子台 

コ－ド穴（ゴムブッシュ） 

浴室用本体基板 

室外機本体 
タッピンねじ 
φ４×５０ ８本 

座金 ８個 

アンカー（赤）８個 

リモコンハンガー 

アンカー（白）３個 

タッピンねじ 
φ４×３５ ３本 

単３アルカリ乾電池 

リモコンハンガー 

アンカー（白）３個 

タッピンねじ 
φ４×３５ ３本 

単３アルカリ乾電池 

リモコンハンガー 

アンカー（白）３個 

タッピンねじ 
φ４×３５ ３本 

単３アルカリ乾電池 

リモコンハンガー 

アンカー（白）３個 

タッピンねじ 
φ４×３５ ３本 

換気穴ノックアウト 
（左換気用） 

換気穴ノックアウト 
（右換気用） 

コードキープ 

アンカー（赤） 
４個 

整線用ツメ 

タッピンねじ φ４×５０ ４本 

ベースプレート 

ルーバー 

吸込口 カバー フィルター 

吹出し口 

化粧ねじ 
φ４×１２ ３本 

循環ファンケース 

モータ線 
ヒータ線 

フックB

フックA

塞ぎ板 

ダクト 

フランジ 

タッピンねじ 
φ４×５０ ６本 

（室内側） 

（室外側） ［浴室ユニット用施工部材］ 

タッピンねじ φ４×５０ ４本 

循環 
ファンケース 

コードキープ 

ベースプレート 
１００V電源端子台 

吸込口 カバー 

吹出し口 

フィルター 

リモコンコード 
（3m） 

化粧ねじ 
φ４×１２ ３本 

洗面所ユニット 
（TYR２６５/２６６の場合） 

洗面所用 
本体基板 

フックA
タッピンねじ 
φ４×３５ ２本 

アンカー（白）２個 

タッピンねじ 
φ４×３５ ４本 

アンカー（白） 
４個 

各部のなまえと部品の確認 

浴室ユニット室外機 

TYR２６０用メインリモコン TYR２６０用サブリモコン 
（TYR２６１の場合） 

TYR２６５用メインリモコン TYR２６５用サブリモコン 
（TYR２６６の場合） 

４. 洗面所ユニット（TYR２６５/２６６の場合） 

リモコンコード露出配線の場合
リモコンコードは　 又は　 か
ら引き出します。 

※ 
A B

A B

で囲った部品の有無を確認してください。 

止 暖房 涼風 乾燥 

止 暖房 涼風 ドライヤー 

換気 

運転時間 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 
アフターサービスのご用命は 

０１２０-１０１０-０５ 東陶メンテナンス（株） 

浴室 

洗面所 

運転確認 

５４４（取付穴） 

３００ 
４４ 

４４ 

４４
 

３３
 

４５０ 

３００ 
４５０ １２.５ 

２０ 

９ 

１０ 

５５８（ベースプレート） ６ ６ 

３
 
２７
２（
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
） 
５
 

カバー 

５７０ 

５３ ３５ 

１００ ２３
 

洗面所壁面 

２８
０
 

１３０ 
１２７（カバー） ３（ベースプレート） 

間柱 

※ 付属リモコンコード（３m）、別売品リモコンコード（６m） ： TYR５２４ 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

運転確認 

止 
暖房 涼風 乾燥 換気 

浴室 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

運転確認 

止 
暖房 涼風 乾燥 換気 

浴室 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 

止 
暖房 涼風 乾燥 

止 
暖房 涼風 ドライヤー 

換気 

運転時間 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 

アフターサービスのご用命は 

運転確認 

浴室 

洗面所 

0120-1010-05　TOTOメンテナンス（株） 



A . 浴室ユニットの施工方法  

施工前の確認 A１ 

■ 浴室ユニットの設置条件 
屋外に面する壁がないと取付けできません。 
壁厚は２５０mmまで設置可能です。 
壁面に室内機及び室外機を取付可能な平坦部があること。また、施工やメンテナンスを妨げる
障害物がないこと。 

ガスレンジの上など高温になる場所に取付けないでください。故障のおそれがあります。 

浴室のドアなどに空気取入口を設けてください。換気や乾燥性能が悪くなるおそれがあります。 
空気取入口を設置できない場合は、換気・涼風・乾燥のとき、浴室のドアを少し開いて使用して
いただいてください。 

リモコンは浴室の中や水がかかるところに設置しないでください。防水仕様ではありません。 

お願い 

A１ 
施
工
前
の
確
認 

A５ 
リ
モ
コ
ン
の
取
付
け 

A２ 室内機の取付け 

A２－１ 
位
置
決
め
と
け
が
き 

A２－３ 
室
内
機
取
付
け
準
備 

A２－２ 
ダ
ク
ト
接
続
と 

　
　
　 

フ
ッ
ク
A
取
付
け 

A２－４ 
室
内
機
本
体
の
固
定 

A４ 電気工事 

A４－１ 
ヒ
ー
タ
線
、モ
ー
タ
線
の
接
続 

A４－３ 
電
源
投
入 

﹇
重
要
﹈ 

A４－２ 
電
源
線
、ア
ー
ス
線
の
接
続 

A６ 
ラ
ン
ド
リ
ー
パ
イ
プ（
別
売
品
）の
取
付
け 

A３ 室外機の取付け 

A３－１ 
塞
ぎ
板
と
フ
ッ
ク
B
取
付
け 

A３－２ 
室
外
機
本
体
の
取
付
け 

施工手順 

１. 
２. 
３.

斜線の範囲に平坦部があること。 

斜線の範囲に平坦部があること。 

（室内側） 

（屋外側） 

浴室壁面 手が入る距離 
（３０mm程度）以上 

障害物 

障害物 

室
内
機
 

B

B

A

A

Aが５mm以下または 
Bがドライバーが入る距離 
（１５０mm程度）以上 

排気を妨げないよう 
Aが６０mm以下またはBが５０mm以上 

天井 

屋外壁面 

室
外
機
 

排気口を塞ぐ障害物 

施工、メンテナンスができる 
距離（１５０mm程度）以上 

■ 施工前に準備するもの 
電動ドライバーなどの工具類 
電源線、ブレーカなどの電設資材 
コーキング剤 
アルミテープ 

脚立 
養生シート 
錆防止剤（塩ビ鋼板への取付けの場合） 
必要に応じ下記取付板など 

右換気の場合のダクト位置 左換気の場合のダクト位置 

９３以上 ３６７以上 

１００以上 

２４０以上 

木枠が右端にある場合の 
ダクト位置（右換気） 

８３以上 

１９７以上 

標準施工の場合のダクト位置（左換気） 

６９以上 ５０１以上 



壁が土壁などで、本体の質量を支持できない場合 　  壁の補強工事などが必要です。 
（浴室ユニット室内機４.９kg、浴室ユニット室外機３.８kg） 
TOTO以外のシステムバスの塩ビ鋼板への取付けの場合で鋼板の厚みが０.４５mm未満の場合 
壁裏補強が必要です。（鋼板の厚みについては、システムバスのメーカーにご確認ください。） 

分電盤に２００Vがきていない場合 　  所轄の電力会社への連絡、２００V電源の引き込み 
　　　　　　　　　　　　　　　　 などが必要です。 
分電盤に空きブレーカがない場合 　  エンクロブレーカ（単体露出工事用小ブレーカ） 
　　　　　　　　　　　　　　　　  などの設置が必要です。 
ブレーカ容量（契約電流）が足りない場合 　  所轄の電力会社へ連絡し、契約電流の 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更が必要です。 
既設の木枠内にダクトを通せない場合 　  φ７５mmの新規開口が必要です。 
既設の木枠が大きく、本体からはみ出す場合 　  木枠を塞ぐ工事が必要です。 
木枠が壁面から凸となっている。外壁の凸凹が大きく室外機を密閉できない場合 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下図のような取付板などの準備が必要です。 

（１） 
 
（２） 
 
（３） 
 
（４） 
 
（５） 
 
（６） 
（７） 
（８） 

木枠内面が壁や天井から右図の距離以上離れていること。 

ランドリーパイプ（別売品）を推奨位置に取付けできること。 
（「A６ ランドリーパイプの取付け」を参照） 
（推奨位置に取付かないと乾燥時間が長くなることがあります。） 

取付後のメンテナンスのために、室外機のまわりには人や
脚立などが入るスペースを確保してください。また室外機
の取付け高さは、市販の脚立やはしごを使ってメンテナンス
できる高さにしてください。 

４.

５.

６. 
 

以下のような場合には、現場手配にて別途工事が必要になります。 ７.

例. 既設の木枠が壁面から凸となっている場合 
①次のような取付板を準備し、ダクト位置に開口を設けます。（取付板材質：耐水性合板、厚さ９～１６mm） 

②準備した取付板を木枠などに固定し、取付板に本体を固定します。 

（室内機と室外機の取合い） 屋外 屋内 

５０以上 

min７５ 

出窓など 窓上端 

室
内
機
 

室
外
機
 

（３０以上） 浴室天井 

A

B

壁 

Aが３１０mm以上かつBが６２mm以下であること 
（室外機を標準設置から上方にずらして設置した場合） 
 
例）Aが３２０mmであればBは７２mm以下、 
Bが８０mmであればAは３２８mm以上が条件 

● 

木枠 

ダクト用開口 

取付板 

４ー（C１５） ４ー（R１９）

８３以上 

１９７以上 

６９以上 ５０１以上 

［室内機取付板］ ［室外機取付板］ 

１００以上 

２４０以上 

９３以上 ３６７以上 

木枠 

室内機取付板 

室
内
機
 

室外機取付板 

室
外
機
 

壁面 壁面 

壁面 

天井面 

※右換気の場合は左右対称の 
　相対関係となります。 ３０以上 

（６８）以上 

木枠 



【新規開口の場合】

室内機の取付けA２

A２－１ 位置決めとけがき

「A１ 施工前の確認」の「浴室ユニットの設置条件」を参照し、
取付位置を決めます。
利用可能な既設木枠がある場合は、木枠位置が本体取付位置に
なります。
取付位置に自由度がある場合は、右図の位置（短辺側 壁中央）
をおすすめします。

①室内機本体の取付位置を決めます。

A２－２ ダクト接続とフックA取付け
①
②

③

④

同梱の型紙を利用して新規開口穴中心（ダクト位置）をけがき、壁に
開口します。塩ビ鋼板の場合、小口に錆防止剤を塗布します。

【木枠がタイルなどで隠れている場合】
右図のように、開口部上端から１６mm以下、開口部左端（左換気の場合）
から１６mm以上の位置にフランジ固定ねじ穴がくるようにけがきます。

右図のように木枠が壁の右端にある場合のみ右換気（室内機
正面から見て右端にダクトを接続）とします。

同梱のダクトの長さを、押しつぶすか切断して壁の厚さと同じにします。
右図のように同梱のフランジにダクトをはめこみ、接続部をアルミテープ
などで固定します。
A２－１でけがいたフランジ固定ねじ位置に下穴を開け、ダクトを取付けた
フランジを同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。
A２－１でけがいたフックA位置に下穴を開け、フックAを同梱のタッピン
ねじ（φ４×５０）で固定します。

①
②
③
④

右図以外の場合は、左換気としてください。

②ダクト位置を決めます。

③同梱の型紙を使用して、フックA、フランジ、本体の固定ねじ位置をけがきます。

塩ビ鋼板の場合下穴はφ２.８mm以下、ねじは手締めのこと。本体固定強度が低下するおそれがあります。
TOTO以外のシステムバスで鋼板の厚みが０.４５mm未満の場合は、壁裏補強が必要です。

【タイル壁、モルタル壁に固定する場合】
フランジ、フックA固定ねじ位置にφ６mmの下穴を開け
下穴にコーキング剤を注入し同梱のアンカー（赤）を埋込み
フランジ、フックAを同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。
新規開口の場合、右図のようにフランジの外周、フランジ固定ねじ
周囲をコーキングします。

①
②
③

【塩ビ鋼板（システムバスなど）に固定する場合】
フランジ、フックA固定ねじ位置にφ２.８mmの下穴を開け、コーキング剤を注入し、
フランジ、フックAを同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。
新規開口の場合、右図のようにフランジの外周、フランジ固定ねじ周囲をコーキングします。

メタルラス張り、ワイヤラス張り、又は金属板張りの木造の造営物に金属製ダクトが貫通する場合、
金属製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、金属板とが電気的に接触しないように取付けてください。
漏電により発火するおそれがあります。

短辺側
壁中央

屋外

屋外

左換気できない 右換気

室内機本体

木枠

床から
　　２m程度

１６以上

１６以下

フランジ

開口部左端

開口部上端

警告 

※図は左換気の場合

フックA

フランジ

フランジ
アルミテープ

ダクト

コーキング

フランジ固定ねじ穴



A２－３ 室内機取付け準備

A２－４ 室内機本体の固定

電線はカバーを取付ける時に、かみ込みがないように配線してください。

①A２－１で決めたダクト位置にあわせて、本体ベースプレートの換気穴ノックアウトを開口します。
②右換気の場合は、電線類の配線と配線を固定するクランプを移設します。
③ヒータ線、モータ線をノックアウトに通します。

①右図のように室内機本体を、ヒータ線、モータ線をダクト
に通しながら、フックAに引っ掛けます。

②室内機本体に水準器をあて水平レベルを調整し、A２－１
でけがいた本体固定ねじ位置にずれがないか確認します。
ずれがある場合は、けがき直してください。

③下穴を開け、必要に応じ下穴にコーキング剤を注入してアン
カーを埋め込み、同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。

④カバーを化粧ねじで固定します。

左換気の場合 右換気の場合

この突起部に電線が
かからないように
配線してください。

※図は左換気の場合

ダクト

室内機本体

ヒータ線

モータ線

フックA

ベースプレート
（室内機本体）

取付面

市販のワッシャ
（SUS、樹脂）など

機器の取付けは、確実に行ってください。
また、仮止めのまま放置しないでください。
落下によるけがや器物損壊のおそれがあります。

注意 

木枠、タイル目地などに合わせて左右２ヵ所ずつ（計４ヵ所）ねじ
止めします。
また、予備取付穴（図の矢印）を使用することもできます。

①
②
③

塩ビ鋼板の場合下穴はφ２.８mm以下、ねじは手締めのこと。本体固定強度が低下するおそれがあります。
TOTO以外のシステムバスで鋼板の厚みが０.４５mm未満の場合は、壁裏補強が必要です。

【タイル壁、モルタル壁に固定する場合】
室内機本体固定ねじ位置にφ６mmの下穴を開け
下穴にコーキング剤を注入し同梱のアンカー（赤）を埋め込み
室内機本体を同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。

①
②

【塩ビ鋼板（システムバスなど）に固定する場合】
室内機本体固定ねじ位置にφ２.８mmの下穴を開け、下穴にコーキング剤を注入し
室内機本体を同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。

【既設の木枠が浴室壁面から凸または凹となっている場合】
「A1.施工前の確認」７ー（８）項を参照し取付板を準備するか、市販のワッシャ
などで段差を解消してください。

電線をかみ込まないよう注意してください。

例）

予備取付穴

①換気穴ノックアウトを開口。

②ヒータ線、モータ線を換気穴ノック
アウトに通します。

クランプ（小）ヒータ線
モータ線

クランプ（中）

③テープで止めていない電線を
コードキープから外す。

②クランプ（小）を
電線ごと外す。

④電線を移設して、コード
キープ及び移設した
クランプ（小）で固定。

⑤ヒータ線、モータ線を換気穴
ノックアウトに通した後、
移設したクランプ（中）で固定。

①換気穴ノックアウトを開口。

クランプ（中）

ヒータ線
モータ線クランプ（小）



【新規開口の場合】 

室外機の取付け A３ 
A３－１ 塞ぎ板とフックＢ取付け 
① 

塞ぎ板は必ずしも必要ではありません。 
（塞ぎ板を使用するとフックＢの位置決めをしやすくなります） 
開口部内に水、湿気が浸入しないよう、ダクト周辺、ねじ穴を十分
コーキングしてください。また塞ぎ板を使用した場合には、右図の
ように塞ぎ板周囲もコーキングしてください。 

【木枠が壁面から凸となっている場合】 
「A１ 施工前の確認」の７ー（８）項を参照 

【室外機を標準位置に取付けできない場合】 
室外機は、右図の赤線の枠内でオフセットして取付け可能です。 
（ただし、木枠を塞ぐなどの別途工事が必要になる場合があります） 
※右図は左換気の場合です。右換気の場合は左右対称の位置関係
になります。 
下図のように、フックＢの塞ぎ板への共締め位置をずらすことにより、
２８ｍｍピッチで最大８４ｍｍ室外機を水平方向にずらして取付けること
ができます。 

② 

塞ぎ板を、開口をダクト位置に合わせ、既設の木枠を
塞ぐように同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で取付けます。 
このとき、ダクトが浴室から屋外に向かって１/１００～
５/１００程度下り勾配となるように取付けてください。 

ダクトの外壁からの出代を１０±５ｍｍに調節します。 
ダクトの長さを壁の厚さと同じにしていると、出代が１０±５ｍｍ
になります。 

③ フックＢを同梱のタッピンねじ（φ４×５０）で、塞ぎ板と
共締めして取付けます。 

④ ダクト周囲にコーキング剤を塗布して
ダクトを固定します。 

※ 

※図は左換気の場合 

１０±５ 

屋外 

室
内
機
 

壁 

※図は左換気の場合 

※図は左換気の場合 

コーキング剤 

コーキング剤 

コーキング剤（全周に十分塗る） 

塞ぎ板 

ダクト 

コーキング剤 

塞ぎ板 

ダクト 
フックB

コーキング剤や 
アルミテープなどで 
穴を塞ぎます。 

左換気の場合の 
標準取付位置 

２８ ３６
 

３０２ 

３５
 

９３ 

１０
０
 

２４
１
 

１６
５
 

２８ 

１３７ フックB

ダクト 

左換気の場合 右換気の場合 

フックB標準共締め位置 

フックBを右にずらしてコンセント 
などの突起物を回避できます。 

フックB共締め位置 

ダクトが室外機内に納まればＯＫ！ 

塞ぎ板 ダクト 

木枠 

フックBを塞ぎ板と共締め（標準位置） 

塞ぎ板 

木枠 

ダクト穴 

フックB標準共締め位置 

ダクト穴 

フックBを左にずらしてコンセント 
などの突起物を回避できます。 

フックB共締め位置 



フックB位置 

コード穴 

ゴムブッシュ 

モータ線 ヒータ線 

フックB

ヒータ線 

※図は左換気の場合 

モータ線 
ヒータ線 

コード穴 

ゴムブッシュ 

コード穴 

モータ線 

すき間はさらに 
十分コーキング 

外周をコーキング 

ヒータ線 

コネクタ（薄緑色どうし）を接続 

Ａ３－２　室外機本体の取付け 
 

A４－１ ヒータ線、モータ線の接続 

室外機本体をフックＢに引っ掛け、取付ねじ位置をけがきます。 
室外機本体をフックＢから外し、取付ねじ位置に下穴を開けます。 
※同梱のアンカー（赤）を使用する場合はφ６ｍｍ、深さ４０ｍｍ以上の下穴を開けて
　ください。 
下穴にコーキング剤を注入し、アンカーを挿入します。 
※同梱のアンカー（赤）は、モルタル、コンクリート用です。 

①必要に応じ、室外機本体取付ねじ位置に下穴（８ヵ所）を開けコーキング剤 
　を注入し、アンカーを挿入します。 

① 

②室外機本体のコード穴からゴムブッシュを外します。 

③コード穴にヒータ線、モータ線を通し、室外機本体をフックＢに引っ掛けます。 
 

④室外機本体を同梱の座金をつけたタッピンねじ（φ４×５０）で固定します。 

⑤室外機本体の周囲をコーキング剤でシールします。 
 

壁が室外機本体の質量（３.８ｋｇ）
を支持できない場合は、取付でき
ません。または、別途壁の補強工事
などが必要です。 

ヒータ線、モータ線を引張りながら、ゴムブッシュをコード穴に奥まで確実にはめ込んで
ください。すき間から結露水が浸入し、故障のおそれがあります。 

機器の取付けは、確実に行ってください。また、
仮止めのまま放置しないでください。 
落下によるけがや器物損壊のおそれがあります。 

注意 

電気工事 A４ 

ヒータ線、モータ線をゴムブッシュに挟み、ゴムブッシュを
コード穴にはめ込みます。 

② ヒータ線のコネクタ（薄緑色）を、室外機のコネクタ（薄緑色）
と接続します。 

取付ねじ 
８ヵ所 



A４－２ 電源線、アース線の接続 

① １００Ｖおよび２００Ｖ電源線を室外機下部の切り込みから引込み、それぞれの電源端子台に接続します。 

② 右図のようにアース線をアース板
に接続します（２ヵ所）。 

③ 電源線、アース線をクランプで固定します。 

① 
② 

全てのコネクタはカチッと音がするまで確実に接続してください。 
電線は室外機ふたを閉める時に、かみ込みがないように配線してください。 

ゴムブッシュに電源線を通した場合、付属のパテで凹部を確実に
埋めてください。結露水が浸入し、機器故障のおそれがあります。 

【電源線を室外機内部から引き出す場合】 
ゴムブッシュの凹部に切込みを入れ電源線を通します。 
水が浸入しないよう、ゴムブッシュの凹部を付属のパテで埋めます。 

電気工事は、電気工事業者に依頼してください。 
感電のおそれがあります。 

警告 

③ モータ線のコネクタ（白,青）を、室外機にある本体基板上のコネクタ２ヵ所（それぞれ「循環
モータ」および「ＴＨ」）に接続します。 

④ 右図のようにしてヒータ線、モータ線をコーチングクリップで固定します。 

漏電遮断器を取付けてください。 
感電のおそれがあります。 

Ｄ種接地工事（アース）を行ってください。 
感電のおそれがあります。 

電源コードはφ２ｍｍの単線（ＶＶＦケーブル）を使用し、確実に接続してください。より線は使わ
ないでください。 
火災のおそれがあります。 

１５mm

白コネクタを「循環モータ（P７）」に接続 

青コネクタを「TH（P５）」に接続 

分電盤 

単相１００V  
  （１００W以上の空き） 

ブレーカ 
（現場手配） 

電源コード 
（現場手配） 

AC単相三線 
電源５０/６０Hz

１００V電源端子台 
（連結端子） 

２００V電源端子台 
（連結端子） 

アース（現場手配） 

室外機 

２００V

１００V

単相２００V 
２０A専用ブレーカー 

２. ヒータ線のアース線（緑）を 
　アース板にねじ止め。 

１. D種接地工事を施された 
　アース線（現場手配）をアース板に 
　ねじ止め。 

３. クランプ 

重
　
要 

端面を揃える ぐっと奥まで差込む 端子台の近くで曲げない 
外すときは、ここを 
電工ドライバーで強く押す。 

ゴムブッシュ 

付属のパテで凹を埋める 

電源線 

２００V電源端子台 １００V電源端子台 

コーチングクリップ 

アース板 



チューブ 
コネクタ 
（黄色） ヒューズ バリスタ 

コネクタ（白色） 

コネクタ（白色） 

コード（赤色） 

コード（赤色） 

１００V電源端子台 

室外機ふた 

ねじ止め位置に印をつけます。 
 
ドリルなどで直径６ｍｍの穴を開け、図の
ように付属のアンカー（白）を差し込み
ます。 
 
リモコンハンガーを付属の取付けねじを
使って、アンカーに固定します。 

１. 
 
２. 
 
 
 
３.

２. 
 

３. 
 

アンカー（白） 取付けねじ 

リモコンハンガー 

ねじ止め 

止 暖房 涼風 乾燥 換気 

運転時間 

リモコンを浴室内に持ち込まないでください 
アフターサービスのご用命は 

０１２０-１０１０-０５ 東陶メンテナンス（株） 

浴室 

運転確認 

リモコンハンガー 

コネクタ（白色） 

電源電圧テスタ 

コネクタ（黄色） 

コネクタ（白色） 

コード（赤色） 

コード（赤色） 

１００V電源端子台 

電波が届く距離は、壁の構造（鉄筋の有無）や家具（スチール家具など）の有無により変わります。 
電波が届く位置に設置してください。 

柱など強度があるところには、付属の取付けねじで直接固定してください。 
石膏ボードなど強度がないところでは、以下のようにして固定してください。 

リモコンを落さないよう注意してください。 

Ａ４－３　電源投入［重要］ 

※破損している場合は電源誤接続です。 
　電源を確認し、接続し直してください。 

８ヵ所全て完全に締めてください。 
浸水により機器故障のおそれがあります。 

電線をかみ込まないように注意してください。 

カバーや室外機ふたを外しているときは、電源（ブレーカ）を切ってください。 
感電するおそれがあります。 警告 

リモコンの取付け A５ 

① リモコンに同梱のアルカリ単３乾電池を入れます。（TYR２６５用メインリモコンの場合は不要です。） 
② リモコン取付位置にて本体が動作することを確認します。 

③ リモコン取付位置に、リモコンハンガーを取付けます。 

⑤ TYR２６１の場合、サブリモコンを同じ要領で取付けます。 

④ リモコンを、リモコンハンガーに確実に取付けます。 

① ２００Ｖ、１００Ｖ電源（ブレーカ）をＯＮにし、すぐにいったんＯＦＦにします。 
② 電源電圧テスタが破損（黒く変色）していないか確認します。 

③ 【重要】電源電圧テスタを外し、コネクタ白（１００Ｖ電源端子台）と 
コネクタ白（基板）を接続します。 

④ 室外機ふたを閉めます。 

⑤ ２００Ｖ、１００Ｖ電源（ブレーカ）をＯＮにします。 

１００Ｖ電源ラインに２００Ｖを誤印加しないよう、電源電圧テスタ
による確認機構を設けています。 

工場出荷時１００Ｖ電源ラインは接続していません。 
以下の手順にて接続しないと本体は動作しません。 

※ 

確認後の電源電圧テスタは廃棄してください。 ※ 

リモコンは浴室の中や水がかかるところに設置しないでください。防水仕様ではありません。 



B. 洗面所ユニットの施工方法（ＴＹＲ２６５／２６６の場合） 

施工前の確認B１

ランドリーパイプ（別売品）の取付けＡ６

■ 洗面所ユニットの設置条件
壁面に本体取付可能な平坦部があること。また、施工やメンテナンスを妨げる障害物がないこと。

ガスレンジの上など高温になる場所に取付けないでください。故障のおそれがあります。お願い 
B１
施
工
前
の
確
認

B２
位
置
決
め
と

　
　   

け
が
き

B３
仮
固
定

B４
リ
モ
コ
ン
と
リ
モ
コ
ン

　
　 

コ
ー
ド
取
付
け

B５
本
体
取
付
け

B６
電
気
工
事

施工手順 

１.

以下のような場合には、現場手配にて別途工事が必要になります。２．
壁が土壁などで、本体の質量を支持できない場合→壁の補強工事などが必要です。［洗面所ユニット：５．７ｋｇ］
分電盤に１００Ｖ、２０Ａの空きブレーカがない場合→エンクロブレーカ（単体露出工事用小ブレーカ）
などの設置が必要です。
ブレーカ容量（契約電流）が足りない場合→所轄の電力会社へ連絡し、契約電流の変更が必要です。
［ＴＹＲ２６５／２６６の場合５０Ａ以上の契約をおすすめします］

（１）
（２）

（３）

位置決めとけがきB２

ランドリーパイプ（別売品）に同梱の取付説明書を参照の上、下図推奨位置に取付けてください。

「Ｂ１ 施工前の確認」を参照し、取付位置を決めます。
取付位置に自由度がある場合は、右図の位置を
お勧めします。

①

②

洗面所ユニットの取付位置を決めます。

同梱の型紙を使用して、フックＡ、本体の固定
ねじ位置をけがきます。

上図の円内の取付け穴から、約３００ｍｍ、約４５０ｍｍピッチに予備取付穴（矢印）があります。
４ヵ所以上で固定し、うち２ヵ所以上を間柱に固定してください。

斜線の範囲に平坦部があること。

　

４５０～５００４５０～５００

吹出口
浴槽

洗い場

ランドリーパイプ

３８０ １９０ ３８０

７００

１９０

温風の向き

５０
３０
０

ランドリーパイプ取付範囲

ランドリーパイプ
推奨高さ

ランドリーパイプの取付高さは浴室
ユニット室内機の下端位置をめやすに、
現場の状況、使い勝手に合わせて左図
の範囲で調節してください。

２８０以上

５７０以上

洗面所ユニット

浴室壁面 手が入る距離（３０mm程度）以上

障害物

B

A
Aが５mm以下または
Bがドライバーが入る距離（１５０mm程度）以上

天井

４５０

４５０

３００

３００

床から
２m程度以下

照明スイッチと
同じ高さ

洗面所ユニット

メインリモコン



仮固定B３

できるだけ間柱に固定し、できない場合は同梱のアンカー（白）などを使って固定してください。
同梱のアンカー（白）の下穴はφ６ｍｍです。

２ヵ所以上を間柱に固定し、間柱に固定できない場合は同梱のアンカー（白）などを使って固定してください。
同梱のアンカー（白）の下穴はφ６ｍｍです。

右下（　）から取り出す場合は、ノックアウトを開口します。

①

②

フックＡを同梱のタッピンねじ（φ４×３５）で取付けます。

リモコンとリモコンコード取付けB４

①
②
リモコンハンガーを「Ａ５ リモコンの取付け」の要領で取付けます。
本体からリモコンコードを配線し、リモコンに
接続します。
※別売品リモコンコード（６m） ： TYR５２４

本体取付けB５

電気工事B６

①本体に水準器をあて水平レベルを確認しながら同梱のタッピンねじ（φ４×３５）で固定します。

①電源線の本体内への引込み口を決めます。（露出配線の場合）

③余ったリモコンコードを束ね、本体に納めます。

⑤ＴＹＲ２６６の場合、サブリモコンを「Ａ５ リモコンの取付け」の要領で取付けます。

③本体をフックＡに引っ掛けます。

リモコンコードの取り出し位置を決めます。
B

ＴＹＲ２６５用メインリモコンは、
乾電池は不要です。

電気工事は、電気工事業者に依頼してください。
感電のおそれがあります。

警告 

漏電遮断器を取付けてください。
感電のおそれがあります。

Ｄ種接地工事（アース）を行ってください。
感電のおそれがあります。

電源コードはφ２ｍｍの単線（ＶＶＦケーブル）を使用し、
確実に接続してください。より線は使わないでください。
火災のおそれがあります。

　 または　  の切欠きから引込みます。

機器の取付けは、確実に行ってください。また、仮止めのまま放置しないでください。
落下によるけがや器物損壊のおそれがあります。注意 

ノックアウト

A B

A B

１００V電源端子台

A

A B

B

OPEN

リモコンコードを溝に
はさみ込みます。

洗面所ユニット 洗面所ユニット

メインリモコン

（　）から取出した場合 （　）から取出した場合

コントローラ

ファンケースと本体のすき間
に電線を落としこみます。

メインリモコン

余ったリモコンコードを
束線バンドで束ねます。

コネクタ（小）

フックA



試　運　転 

■浴室ユニットの動作確認

【電源線を壁埋込みで敷設する場合】

本体を本固定する前に、ノックアウトから電源線を

引込んでください。

②端子台カバーを開けて電源端子台に電源線を接続します。

③アース線（現場手配）を接続し、電源線、アース線をクランプで固定します。

⑤カバーの電源線引込み口用ノックアウトを切欠き（露出配線の場合）、
　カバーを化粧ネジで固定します。

④端子台カバーを閉めます。

⑥電源（ブレーカ）を投入します。
電線類をかみ込まないよう注意してください。
異音や振動の原因となります。

電源・電圧を必ず確認
してください。

カバーや室外機ふたを外しているときは、電源（ブレーカ）を切ってください。
感電するおそれがあります。

運転中、ファンやルーバーに触れたり、物を差込まないでください。
回転でけがをするおそれがあります。

「浴室」の「暖房」または「乾燥」ボタンを押して室内機本体の吹出口から
温風が出ていることを確認してください。このとき液晶には「暖房」または
「乾燥」が表示されます。「止」ボタンを押して停止を確認してください。
※ルーバーを洗い場の床付近に向けてください。

（１）暖房・乾燥 

「浴室」の「換気」ボタンを押して室内機本体の吸込口から換気していること
を確認してください。このとき液晶には「換気」が表示されます。
「止」ボタンを押して停止を確認してください。

（２）換　　気 

「浴室」の「涼風」ボタンを押して室内機本体の吹出口から風が出ている
ことを確認してください。このとき液晶には「涼風」が表示されます。
「止」ボタンを押して停止を確認してください。

（３）涼　　風 
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注意 

B　から引込みの
場合の切欠き

A　から引込みの
場合の切欠き

化粧ねじ

１５mm重
　
要 

端面を揃える ぐっと奥まで差込む 端子台の近くで曲げない
外すときは、ここを
電工ドライバーで強く押す。

AC単相三線
電源５０/６０Hz

１００V,２０A
専用ブレーカ

ブレーカ
（現場手配）

分電盤

電源コード
（現場手配）

洗面所ユニット
コネクタ

基板 １００V

１００V電源端子台
（速結端子）

コネクタ

リモコン
リモコンコード
付属品（３m、３芯）

アース
（現場手配）

電源線を樹脂
クランプで固定 ノックアウト

１００V電源端子台

電源線

止 暖房 涼風 乾燥

止 暖房 涼風 ドライヤー

換気

運転時間

運転時間

リモコンを浴室内に持ち込まないでください
アフターサービスのご用命は

０１２０-１０１０-０５ TOTOメンテナンス（株）

浴室 

洗面所 

運転確認

暖房・乾燥・涼風

換気

B

A

B
　からの引込みの
場合のクランプ

１００V電源端子台 クランプ付属のねじで固定

モータ取付板 アース線（現場手配）

１００V電源端子台

端子台カバー

１００V電源線



同梱の「取扱説明書（保証書付）」に記入の上お客様にお渡しし、使い方について説明してください。

■洗面所ユニットの動作確認

■試運転のあとは

■修理の依頼をされるときは

「洗面所」の「暖房」ボタンを押して本体の吹出口から温風が出ていることを確認してください。
このとき液晶には「暖房」が表示されます。「止」ボタンを押して停止を確認してください。

（１）暖　　房 

「洗面所」の「ドライヤー」ボタンを押して本体の吹出口から温風が出ている
ことを確認してください。このとき液晶には「ドライヤー」が表示されます。
「止」ボタンを押して停止を確認してください。

（２）ドライヤー 

「洗面所」の「涼風」ボタンを押して室内機本体の吹出口から風が出ている
ことを確認してください。このとき液晶には「涼風」が表示されます。
「止」ボタンを押して停止を確認してください。

（３）涼　　風 

暖房・ドライヤー・涼風

試運転時のチェックポイント 

チェックポイント動作不具合の内容

リモコンに表示が出ない

洗面所ユニットが動作
しない

アルカリ単３乾電池を正しい向きに入れていますか？古い乾電池を入れていませんか？
→同梱のアルカリ単３乾電池を、正しい向きに入れてください。

■ ＴＹＲ２６０用メインリモコン、ＴＹＲ２６０用サブリモコン、ＴＹＲ２６５用サブリモコンの場合 

洗面所ユニットとリモコンを、リモコンコードで確実に接続してしますか？
→「Ｂ４ リモコンとリモコンコード取付け」を参照し、確実に接続してください。

■ ＴＹＲ２６５用メインリモコンの場合 
 

リモコンコードを誤って切断していませんか？　→断線が確認された場合は部品交換してください。
■ ＴＹＲ２６５用メインリモコンの場合 
 

洗面所ユニットの電源は正しく接続されていますか？電源はＯＮになっていますか？
→電源を正しく接続し、電源をＯＮにしてください。

浴室ユニットが動作しない

浴室ユニットの１００Ｖ電源は正しく接続されていますか？ブレーカはＯＮになっていますか？
→「Ａ４－２ 電源線、アース線の接続」を参照し、電源を正しく接続しブレーカを投入してください。

浴室ユニット室外機の電源電圧テスタを外していますか？
→「Ａ４－３ 電源投入」を参照し電源電圧テスタを外し、１００Ｖ電源端子台と本体基板間の
　コネクタを接続してください。

異常音、振動がある

リモコンにエラー「Ｅ０３」
または「Ｅ０８」が出る。

リモコンにエラー

　　「Ｅ０７」が出る。

本体がしっかり壁に取付いていますか？　→しっかり固定してください。

浴室ユニットのモータ線を確実に接続していますか？
→「Ａ２－３ 室内機取付け準備」「Ａ４－１ ヒータ線、モータ線の接続」を参照し、モータ線の
両側のコネクタを確実に接続してください。エラー表示は浴室ユニットの１００Ｖ電源を
リセット（ＯＦＦ後ＯＮ）し、リモコンの運転確認スイッチを押して解除してください。

いったん浴室ユニットの１００Ｖ電源をＯＦＦにした後、①２００Ｖ，②１００Ｖ電源の順に再投入
してください。
その後リモコンの運転確認スイッチを押してエラー表示を解除してください。

浴室ユニットのヒータ線を確実に接続していますか？
→「Ａ２－３ 室内機取付け準備」「Ａ４－１　ヒータ線、モータ線の接続」を参照し、ヒータ線
の両側のコネクタを確実に接続してください。エラー表示は浴室ユニットの１００Ｖ電源を
リセット（ＯＦＦ後ＯＮ）し、リモコンの運転確認スイッチを押して解除してください。

ファンに段ボールなどが詰まっていませんか？　→詰まっていたら取り除いてください。

カバーが電線をかみ込んで浮いていませんか？
→内部の電線がカバーに当たらないよう整線し直してください。

リモコンの運転確認スイッチを押すと解除されますか？
浴室ユニットの２００Ｖ電源（ブレーカ）がＯＦＦになっていませんか？
→

暖房や乾燥運転の直後はすぐには温風は出ません。徐々に温度が上がっていきます。
運転停止後は機器の保護のため約１０秒間運転が継続する場合があります。

TOTOメンテナンス（株） ０１２０－１０１０－０５（フリーダイヤル）にご連絡ください。
受付時間（年中無休） ： 関東、甲信越地区　８：００～２０：００
　　　　　　　　　  ： 上記以外の地区　  ９：００～２０：００


	警告
	注意
	お願い
	はじめに
	製品の構成
	外形寸法図
	各部のなまえと部品の確認
	A.浴室ユニットの施工方法
	A1.施工前の確認
	A2.室内機の取付け
	A3.室外機の取付け
	A4.電気工事
	A5.リモコンの取付け
	A6.ランドリーパイプ（別売品）の取付け

	B.洗面所ユニットの施工方法（TYR265/266の場合）
	B1.施工前の確認
	B2.位置決めとけがき
	B3.仮固定
	B4.リモコンとリモコンコード取付け
	B5.本体取付け
	B6.電気工事

	試運転
	試運転時のチェックポイント

